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第 1章緒
アレJレギ{性疾患と云われる腎炎， ロイマチ，結節性動脈周閤炎は連鎖状球菌感染と密接な
関係にあり，この観点に立脚して種々の動物実験が行われ，これらの疾患に類似した組織像が
得られている。即ち，腎炎の発生を追求せる Kuczynskiは二十日鼠に連鎖状球菌を反復注射
することにより，禰蔓性糸毛主体腎炎に酷似せる変化を得ており， BelI， Clawson，Hartzellは
猿に連鎖状球菌の反復注射を行い，糸毛主体腎炎に類似する変化を認め，同時に結節性動脈周囲
炎様の組織像をも認めているO
叉，尾形，赤松は菌体成分の抗元性を重視して，連鎖状球菌の菌体成分各分劃に就いて実験
し，腎炎の発生に含水炭素分劃が意義のある事を証明しているO
更に石橋は狸紅熱連鎖状球菌，緑色連鎖状球菌，葡萄状球菌，大腸菌及び同ワクチン等を家
兎静脈内に反復注射せるアレルギ{実験で，人間の禰蔓性糸毛主体腎炎に酷似せる腎炎及び諸臓
器組織の結節性動脈周囲炎様の変化を惹起せしめている。
一方，叉， ロイマチに就いて， Harris (1948)は免疫血清学的立場から， A群溶血性連鎖状
球菌を超遠心法により，不溶性残澄〔細胞膜 (R分劃))，原形質粒子 (CP分劃)及び蛋自体分
劃 (S)の3分劃に分ち，これらとロイマチ患者血清との間の補体結合反応を行い，ロイマチ患
者は CP，S分劃に対する抗体の増量している事を報告して，連鎖状球菌の意義を重視しているO 
Criep，Mayerは 8型溶血性連鎖状球菌毒素でロイマチ型心筋炎，結節性動脈周囲炎を認
め，更に Murphy，Swift (1949)は 8型 A群溶血性連鎖状球菌の種々の株を家兎に長期間
反復皮内注射して，心筋にロイマチ結節に極めて類似する特有な巨細胞を含む結節を発現さ
せ， KliJ?geにより提唱されたロイマチの連鎖状球菌アレルギ{説に希望的根拠を与えた。
岡林 (1940)は家兎副鼻腔内に巣状感染巣の作製に成功し， ロイマチ型心臓炎，肺臓炎，関
節炎及び繍蔓性糸毛主体腎炎，結節性動脈周囲炎を得ている。
練って，人体例での溶血性連鎖状球菌感染症の病理組織学的観察にでも上記各疾患の何れか 
〔本論文の一部は日本病理学会誌 42巻く地方会)， 46巻(総会〉に於て発表した。〕
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どしばしば随伴して現われる事が報告されている。此処に私は凍結融解， 凍結乾燥せる溶血性
連鎖状球菌の反復注射を行い， これら疾患の関連性をも含めて連鎖状球菌アレルギムの見地か
， ら実験的に考察を進め， いさ、かの知見を得たので此処に報告する。
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菌は小林 1型に属する溶血性連鎖状球菌 Cookを用
第 1節実験材料，実験方法 いた。先ずグイョ γで大量に増菌し，次に遠心沈澱
1‘実験材料の作製; 菌体破壊の目的で凍結融解 を行って集菌しこれを生理的食塩水で良く洗い，
し，長期保存に堪える様に凍結・乾燥を行った。使用 小試験管に分注した。この小試験管をアルコールと
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ドライアイスの混入液〈温度摂氏一500Cに下降〉中
tこ挿入して凍結させ，次に温湯(摂氏 370C)に移し
融解させるとしづ操作を連続 20回反復し，更に真
空凍結乾燥法により乾燥して粉末状とし，褐色瓶に
入れ乾燥器中に保存した。
向，該操作菌は血液斜面寒天及びヴイヨンに培養
しでも増殖しない事を確め得た。
2.使用動物; 成熟家兎(体重 1800----3400g) 35 
匹を使用した。
3.実験方法;凍結融解，凍結乾燥菌は，使用に
臨み生理的食塩水に溶解して用いた。
1回量 0，3mgとし耳静脈より頻回反復注射を行つ
たo注射回数は 8回〈実験回数 10日〉より 255回
〈実験回数 381日〉で，すべて動物が第死する迄経続
した。〈表参照)
第 2節実験成績
動物は第死後直ちに剖検し，肉眼的並びに組織学 
的に調査した。材料は 10%ホルマリシで同定し，
バラフィシ包埋により切片を作製し，へマトキシリ
，マロリy'/ーエオヂシ重染色を中心にワシギ-Y
へPAS，銀，エラスチカ-17yギーソン，グラム，
フィプリン，コシゴーロート等の各染色を適宜に行
った。
実験成績は次の如くである。 
A. 腎臓愛化
1. ~商蔓性糸毛主体腎炎
， Y 14，15，35，13，25の5例は何れも人間の急性瀬
蔓性糸毛主体腎炎に基本的に一致せる組織像を示す。
Y 14 (実験期間 41日，注射回数 35回〉では，腎
臓は肉眼的に非常に腫大しており，割面は腫張し，
皮質は稿々賛血性で，髄質は充血性を呈している。
組織学的には，腎糸毛主体は容積が非常に増大し，内
皮細胞，上皮細胞の増殖も高度に認められ富核を著
明に示してし、る。叉，内皮細胞，上皮細胞の肥大も
認められる。糸毛主体蹄係壁は狩腫性に膨化し，腔内
には網状の原形質様突起を認める。蹄係腔内の赤血
球は著滅し，殆んど認められなし、。白血球は小数存 
在してし、る。糸遺体蹄係とボーマジ氏嚢との態着，
嚢組織の線維分裂，嚢上皮細胞の肥犬及ひび、ボ-マ叩、 y
氏嚢腔に蛋白様物質のE諺参出を認める。細尿管上皮は
潤濁腫張しし，硝子滴愛性があり札，間質結合織に於て
は血管周囲に軽度の細胞浸潤を認め，血管壁は粗暴言 
化してしる。〈第 1，2図参照〉
Y 15 (実験期間 48日，注射回数 41回〉では，肉
膜的に腫大し，割面は腫張し，和、々充血性の色調を
呈する，組織学的に糸毛主体容積増大し，内皮細胞， 
上皮細胞の増殖，肥大及び蹄係壁の浮腫性膨化を認
める。赤血球は著減し，小数の白血球が存在する。
糸毛主体は分葉状を呈し，糸毛主体蹄係壁とボ{マシ氏
嚢との癒着があり，細尿管はi圏濁腫張してしお。間
質組織では血管周囲に軽度の丹形細胞の浸潤があ
る。 
Y 35 (実験期間 29日，注射・回数 24閏〉では，肉
眼的に稿々腫犬し，割面は腫張し，精々充血性を呈 
している。組織学的には糸毛主体の容積は増大し，分
葉状を示してし、る。内皮紘胞，上皮細胞の増殖及び 
肥犬があり，糸毛主体蹄係壁は浮腫性膨化し，蹄係内
に栴々多数の白血球が存在し，赤血球は著減してい
る。糸毛主体締係とボーマシ氏・護との癒着があり，ボ
ーマ乙/氏轟上皮は肥大してし、る。締尿管は潤濁腫張
し腔内には蛋白円住を容れる。(第 3図参照、〉
Y 13 (実験期間 30日，注射回数 25回〉では，肉
眼的に腫大し，割面は腫張し，柏、々充血性の色調を
呈し，組織学的には，糸毛主体の容積増大，内皮細胞，
上皮細胞の中等度の増殖及び肥大，糸毛主体蹄係壁の
浮腫性膨化を認め，蹄係内赤血球は滅少し，白血球
は認められなし、。糸毛主体蹄係とボーマシ氏嚢との癒
着があり，細尿管はj閣濁腫張している。
Y25 (実験期間 52日，注射回数 45回〉では，肉 
眼的に梢々腫大し，割面は腫張し軽度に潤濁を認 
め，貧血性を呈している。組織学的には，内皮細胞，
上皮細胞は中等度に増殖及び肥大し，糸毛主体蹄係壁
は浮腫性に膨化していて，蹄係内に少数の白血球が 
存在し，赤血球は、被少してし、る。糸毛主体蹄係とポ{
マy氏嚢の癒着も認められる。細尿管上皮は潤濁腫
張している。
向，上記 5例は銀染色を行うと，各例とも糸毛主体
蹄係の基礎膜が数本の細線維に分れている所があ
り，叉，両基礎膜の分離している所も認められる。
これらの所見は Y25で特に目立つτu、る。
2. 糸盤体腎症 (Glomerulonephrose) 
Y 22以下 26例(実験期間 10日--13日，注射回
数 8~10ω9 回〉に一定の組織像を認めた。 Fahr主r は
子癌.腎乃糸毛弦主体愛化では，臨蹄P係壁が著明に膨化肥厚
しし，蹄停腔内は賛血性でで、あるが，内皮純胞の増殖殖[，
白血球増加が若明でない事事.から Glome叫1訂rt
roseとしているが，馬杉によれば，後述せる如く
馬血清による実験的腎交と同様アレルギ{性機序の 
病蛮であると云われる。
此処に挙げた例はこの Glomerulonephroseに
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類似した菱化を示している。肉眼的には一般に，軽 銀線維の聞に沈着している。蹄係内皮細胞，上皮細
度に腫大し，割面も多くは梢々腫張し，充血性のも 胞は栴々多く認められる所もあるが，大部分は萎縮
の多く， ~閤濁を認めるものもある。組織学的には， い消失じている。ボーマシ氏嚢腔にはエオチ、シに
糸遺体の容積増大は小数a例に認められるのみで，内 淡染する蛋白綻劫があり，ボーマン氏嚢は肥厚し，
皮細胞，上皮細胞の増加も認められず，特に糸毛主体 不完全乍ら半月体形成も認められる。ボーマグ氏嚢
蹄係壁の浮腫性膨化及び内皮細胞，上皮細胞の肥大 と糸毛主体蹄係の癒着も認められる。細尿管は高度に
が目立っていて，蹄係内赤血球は精々貧血性を示し 拡大し，上皮は萎縮し属平となっており，管腔内に
ている。これらの内，比較的長期にわたり実験した はエオヂシに淡染する蛋白様物質が認められる(第
例では，特に蹄係壁の膨化肥厚が著明に認められ 6図参照〉。
る。即ち， Y8C実験期間 381日，注射 255囲)， Y 10 (実験 
Y 9 (実験期間 98日，注射回数 78回〉では，糸 期間 369日，注射218回〉では，肉眼的に腫大し，
毛主体蹄係壁の著明な膨化肥厚が認められ，糸毛主体は 貧血性，淡黄褐色，割面も同様色調を呈してし、る。
分葉状になり，内皮細胞，上皮細胞は肥大している 組織学的には糸毛主体蹄係の荒援著しく，蹄係毛細管
が，増殖は社し、。糸毛主体蹄係内陸の赤血球は著滅し 構造は失われ，エオヂユ/で淡染する均等な塊となっ
ているが，白血球の増加は認められなし、。叉，糸強 ていて，コンゴーロ{トで赤染する。曙銀線維は繊
体蹄係とボーマン氏嚢との癒着があり，ボーマユ/氏 細になり，認められる所もあるが，大部分は消失し
嚢上皮細胞は腫大している。 PAS染色により糸強 ている。内皮細胞，上皮細胞も大部分愛性消失し"
体蹄係壁で PAS陽性線維が著明に増している事が 残存せる細胞も膨大，萎縮してしお。ボ{マン氏襲
わかる。細尿管上皮は溜潤腫張すぐ第4，5図参照〉。 腔は非常に拡大し，嚢院にはエオヂユ/に淡染する蛋 
Y 24(実験期間 100目，注射回数 81回〉では， 白様物質が存在する。叉，糸毛主体の蛮性消失も認め
糸毛主体容積の軽度の増大があり，内皮細胞，上皮細 られる。純尿管上皮は廟平となり，萎縮してし、る。
胞の増殖は認められなし、。蹄係壁は均等に膨化肥厚 B室内には矢張りエオヂシに淡染する蛋白様物質が存 A 
してL、る。内皮細胞，上皮細胞は腫大L，蹄係内陸 在する。
の赤血球は減少している。白血球は認められない。 B. 肺臓菱化 
蹄係壁とボーマン氏嚢との癒着がある。 PAS染色 1. 間質性肺炎並びに Masson休 
で，蹄係壁の PAS陽性線維の増殖を認める。 Y 16以下 14例(実験期間 19日--:-369日〉注射 16 
Y 2 (実験期間 79日，注射回数 76回〉では，糸 ~218 固に禰蔓性間質性肺炎を見た。肺胞隔の細胞
盤体容積の増大はなく，糸毛主体蹄係壁の膨化肥厚， 増殖は組織球性細胞，結合織性細胞及び淋巴球の浸
内皮細胞，上皮細胞の肥大があり，蹄係内赤血球を 潤，更に胞隔毛細血管内皮細胞の腫犬，増殖からな
軽度に認める。 っている。オキシダーゼ、反応により，骨髄性細胞は
3. 類搬粉.~性 極く小数認めるだけで、ある。胞隔は細胞増殖により 
Y 17，8，10等で、何れも実験が非常に長期に亘った 幅が広くなり，胞隔基質は膨化じてし、る。之に加う
例で，特に腎臓の類i殴粉愛性が著しく認められた。 るに気管支梢，肺胞管部に相当，する小血管の周囲に 
Y 17 (実験期間 207日，注射・回数 176回〉は肉眼 組織球性細胞及び円形細胞を主とした細胞増殖があ
的に著しく腫大し，表面は頼粒状を呈し，淡黄褐色 り，血管腔内に線維素様血栓を形成するもの，或い
の色調を示し，割面も同様色調を呈し，貧血性で、， は締胞増殖により，内陸を閉塞しているものもあ
精々腫張してし、る。組織学的には，ボーマン氏嚢は り，胞隔及び、小血管周囲の夫々の細胞増殖により一
高度に拡大し，糸毛主体も非常に大きくなり，分葉状 種独特な病~を呈する。細菌染色により細菌は認め
を示してし、るが，蹄係壁は非常に厚くなり塊状とな られなし、。肺胞腔内には剥離した肺胞上皮を認め
っている所が多く，コシプ{ロートで赤染し，類搬 る。これらの例の内には，所謂 Masson体に類似
粉反応陽性を示す。 PAS染色で、蹄係壁の PAS陽 した組織像を示すものがある。即ち， 
性線維は稿々太い所もあるが，ほとんどは繊細とな Y 11 (実験期間 55日，注射 50回〉では，肺胞腔
り，断裂し，叉，消失している所もある。銀染色で 内に，胞隔と連る類円形の肉芽腫様膨出があり，表
は曙銀線維は繊細となり，分裂四散しており，蹄係 面は低般子細胞で被われてしる。内部には紡錘形，
壁の破壊の程度の強さを示しでいる。類澱粉質は磐 類円形の淡明で比較的大型の核や，淋巴球様核を有
第 6号 千葉医学会雑誌 -941-
する細胞が認められる。基質の線維は膨化してい る(第 15図参照〉。
て， この像は伸展した毛細管蹄係構造を思わせる Y 34では，矢張り間質性肺炎巣は認められず，小
(第7図参照〉。 動脈壁の浮腫性膨化が著しく，その為め壁は厚くな 
Y 21 (実験期間 31日，注射 26問〉では，肺胞腔 っており，周囲に軽度の細胞増殖があるもの，叉線
内に，精円形，或いは類円形の線維素様物の膨出が 維素様膨化が壁全層に認められる血管があり，矢張
あり，その基底部は，著明に線維素様に膨化肥厚し り周囲に円形細胞の軽度の浸潤を認める。この例の
た胞隔壁と連ってし、る。内部には明るい紡錘形核を 血管密化は，比較的早期の結節性動脈周囲炎の組織
有する細胞が疎らに認められ，線維素j薬物の表面は 像に一致する。本実験では，この項に掲げた例以外
篇平な上皮で被われている。叉，この例では，肺胞 の他の多数例に肺動脈壁の浮腫性膨化を認める。
腔内に肺胞隔を被う様に存在する所謂硝子様膜も認 C. 心臓愛化
められる。胞隔の毛細管内には線維素様血栓があ 1. 心内膜炎新期斐化
り，所によっては肺胞腔内に梢々膨隆している所も Y 20，14，15，25，28，11，34(実験期間 19日--70
見られる(第 8，9図参照〉。 日，注射 16 ~ 61問〉等では，肉眼的に僧帽鱒で， 
寝間性の)臨機の肥厚を認めるだけであるが，i弁膜の回〉では，小さな23'7日，注射2(実験期閣9. Y 1
和、々円形の線維素株物が肺胞膝内に突出し，その基 組織学的に弁膜基質の浮腫t'l~主膨化，粗菜室化，内皮細
底は細くなっていて肺胞隔に連絡している。表面は 胞の腫張，増主及び内皮下の結合繊細胞或いは組織
扇平な上皮で被われ，内部には円形，紡錘形核の細 球性細胞の増殖等を認める。
胞が僅かに認められる。胞隔の細胞増殖の強い所で 、これらの組織像は Bohmigの云う援液性心内膜
は，肘i胞腔内に円形の肉芽腫様の突出があり，表面 炎に一致し，叉 Czierer，Siegmund，Jaffe，Leary， 
は矢張り扇平な上皮で被われ，その直ぐ下層に線維 Dietrich，Nedzel等の記載による心内膜炎初期像
素様物が出現しており，内部の鮒胞は円形，楕円形， に一致している(第 16図参照〉。
の核を有し，基質は膨化した線維が網状に走ってい 2. 血栓性心内膜炎
る(第 10図参照)0 Y 22，16，13，8 (実験期間1O~381 日，注射 8--
Y 16 (実験期間 19日，注射 16回〉では，胞隔の 255回〉等では， 三尖郷!躍索及び僧帽雛に粟粒大の
細胞増殖は割合に小範囲に止まり，紙胞増殖のない 血栓形成がある。北条によれば，之は度々の注射に
胞隔は，その基質の浮腫性膨化が目立っていて，膨 より弁膜が活性化され，内皮細胞の腫張，増生，一
化した胞隔が肺胞E室内に膨降している像が見られ 部崩壊剥離，壊死欠損等が起り，内皮下の弁膜細胞
る。細胞増殖のある部分では肉芽腫様膨出を認め も腫張，増殖し，小数の白血球の浸潤を来す。この
る。この例は経過が比較的短ぐ所謂 Masson休の 様な状態に血流の菱化，血液の愛質(擬回〉等の諸
組織発生を理解する上に極めて興味ある例である 因子を伴うと血栓性心内膜炎をおこすと云う。弁膜
(第 11図参照〉。 自休は内皮下細胞が著明に腫張し，基質も粗繁化し 
2. 結節性動脈周囲炎 ている。弁膜基部には円形細胞の軽度の浸潤を認め 
Y 21，32，14，34，23 (実験期明 31日-70日，注 るものもある(第 17図参照〉。
射 26--61回〉の肺に結節性動脈周囲炎に一致せる 3. 結節j性動脈周囲炎
組織愛化を見た。 Y 21，32，14では前述せる繍蔓性 Y 32，21 (実験期間 31目，注射 26回〉では，心
間質性肺炎を呈しており， sr¥iの小動脈壁が線維素様 筋間質の血管壁は線維素様膨化し，内膜細胞も腫張
壊死に陥入り，周囲に円形紋胞，組織球性知胞，結 し血管周盟結合織は浮腫性膨化し塩基I昏好の円
合繊細胞の増殖がある(第 12，13図参照〉。叉血管 形細胞，組織球性細胞，結合織細胞の浸潤増殖及び
内腔に線維素様血栓の附議二を認めるものもある。 Y Ahi tschkow の Myocyten様細胞も認められる 
32では比較的大きな肺動脈壁にも周囲に献胞増殖 (第 18図参照〕。
があり，加うるに内膜細胞の増殖が著明に認められ D. 他臓器密化
る(第 14図参照)0 Y 23では，間質肺炎巣は認め 1.肝斐化，一般に欝血性であるが， Y 19以下 
られず，小動脈壁のヰ膜z線維素様膨化が目立ち， 10例(突験期首 27日--1028，注射 23--82回〉に
周囲に円形細胞，組織球性純胞が増殖し，細胞浸潤 肝小葉中心帯の壊死及び、グリソン氏鞘の軽度の増生却
が外膜を超えて中膜にも及んでいる血管も認められ を認め， Y 9，6，7等では線維化を認める。 Y8で
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は小葉周辺部の肝毛結管内皮下に類被粉質の沈着を 本的に一致せる腎~化を得ているが，その際，内皮
認める。 細胞増殖による著明な富核が現われており，この 
2. 牌臓菱化，一般に欝血性で血鉄症を認めるも 点，馬血清による実験的腎炎と組織像の異ることを
の多く，牌髄は増殖性を呈す。 Y 8 は瀦胞に類ì~~;扮 示してし、る。教室の植山も白鼠を用いて，凍結融解，
愛性があり， Y 17，10では穏胞の網状織に軽度の類 凍結乾燥せる溶血性連鎖状球菌の反復皮下注射を行 
i殿粉質の沈着を認める。 い，糸遺体蹄係壁の膨化，内皮細胞，上皮細胞の肥
第 3章総括及び者按 大，蹄係内 Plasmastase等の組織菱化を認めでい
1.腎臓組織~化に就いて るが，内皮締胞の増殖は著明で、ないとしている。こ
腎炎の発生に就いては Schickのアレルギ{発生 れは凍結融解，凍結乾燥等の特殊操作を菌体に加え
説に基いて種々の実験的研究が行われて来た。即ち た為め，菌体が破壊され，可溶性抗元となり，むし
異種蛋白，或いは細菌をで定の時間的間隔を置いて ろ馬血清，卵白等の溶液性抗元にその性状が近似す
動物の静脈内に注射して，生体内にアレルギー状態 るためではなかろうか，即ち，一方では破壊されな
を起きしめる方法であり， Longcope (1 9~3) により い菌体自身により生菌，死菌を抗元とした場合の富
明白，馬血清を用いて初められ， Boughton(1916)， 核著明な腎.~化が現われ，他方で、は生理的食塩水溶 
Vaubel (1932)，Pentimal1i(1929)，Apitz(1933) 液中に惨出した菌体構成成分により，蹄係膨化に特
等が類似の実験を行ってL、る。 徴付けられる愛化が現われるものと思考される。
一方，細菌殊に連鎖状球菌による実験は， Ophuls 実験の長期に亘った 3.例 (207日-381日〉では， 
(1917)，Kuczynski (1919)，~eiter く 1924)， Bell， 腎糸毛主体の類i殴粉~'I生を認めた。糸盤体は荒廃著し 
Clawson，Hartzel1(1925)等が行っているが，未 く蹄係の構造は除とんど失われていて，銀， PAS染
だ積極的にその発生機序を説明し得なかった。然る 色により残存構造を認め，その聞に類澱粉質の沈着
に馬杉は，ネフロドキシシを用いて腎炎の作製に成 を見る，類澱粉質の沈着は慢性化膿症，結核，梅毒
功し，腎炎のアレルギー発生説に明確な根拠を与え 等に認められる事は成書に明かであるが，個体個有 4 
た。市してその発生機序を皮膚のアルツス現象に結 の蛋白の崩壊したものが抗元となって抗体を生じ，
び付けて説明し，糸毛主体蹄係にア}l，..)'ス現象と同様 抗元抗体反応に依って洗澄形成をなすとも云われ，
な血管障碍が先ず起り，その修復性炎性反応として 実験的には Kuczynskiが Nutrose(Sodium 
内皮細胞，上皮細胞の増殖が起ると述べてし、る。 Caseinaりを二十日鼠の筋肉内反復注射により，最
本実験で 5例の腎臓は組織学的に人聞の慨蔓性糸 初に作製し，叉， JaffeもNutrose，血清を用いて
盤体腎炎に酷似しており，その特徴的な宮核をも著 実蜘悦，類澱粉褒性を作ってし、る。久保は異種蛋
明に示しているが，他の大多数例では，糸毛主体蹄係 自の非経口的投与により，類澱粉愛性を作製してお
壁の浮腫性膨化が菱化の主体をなしており，実験期 る。
聞の比較的長期に亘った例は，特に膨化肥厚が著明 岡林，藤本は卵白長期感作実験における類澱粉2さ
である。この組織像は馬血清反復注射による実験的 性腎の組織発生を追求し，糸毛主体蹄係壁の浮腫性膨
腎炎或いは子嬬腎のそれに類似し， Fahrの云う 化の後に線維性に肥厚した壁に沈着すると解し，糸 
Glomer叫 onephrose~こ一致する愛化である。 強休腎炎の経過後ではなく，極く軽度の糸毛主体炎の
馬杉は異種血清を家兎に反復注射する場合，蹄係 経過が糸毛主体の類澱粉愛性の前段階と考えている。
壁の肥厚，蹄係の無血，内皮細胞の肥大を主徴と 私は本実験の Glomerulonepbroseの多数例に
し内皮細胞の増殖は顕著ではたく，これに反し， 就いて，類i殴粉質の沈着ーを追求したが，類般車奇質沈
細菌を反復注射する実験では内皮細胞の増殖が著明 着の叡j期像を示すものは認められなかった。然し
に起り，同じアレルギー性機序による糸毛主体の障碍 長期例に於ける糸毛主体蹄係の高度の類澱粉愛性は，
でも抗7むの知何によって，その抗元抗体反応の起り 蹄係壁の浮腫性膨化というアレルギ 性組織反応のF
方に相違が出来て， Glomerulonephroseの知き像 経続，云い換えれば， Glomerulonepbroseの長い
の起る場合と，糸毛主体腎炎の如き像の起る場合があ 経過による組織の困顕の結果，類搬粉質の沈着が欝
ると述べてし、る。因に石橋(1936)は狂乱紅熱連鎖状 らされるのではないかと考える。 . 
球菌，緑色連鎖状球菌，大腸菌等の細菌を反復注射 2. 肺臓組織委化に就いて
するアレルギー実験で人間の繍裏性糸毛主体腎炎陀基 本実験に際して，しば，しば相遇した肺臓病獲では
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肺胞隔の細胞増殖，即ち間質性肺炎とも云うべき斐 出物の器質化とは異ると述べており，その意味付け
化が認められ，この内，肺胞腔内に精々円形を呈す は注目すべきである。
る肉芽腫様膨隆を示す例があり，所謂 Masson体 本実験の例でも比較的早期のものに，肺胞隔が線
に類似する組織像を示している。 維素様に著しく膨化して，且つ肺胞腔内に膨出して 
Masson，Riopell，Martinは 1937年に曹の形 いる所を認める。即ち最初は肺胞隔の線維素様膨化
をした独特の肉芽腫をロイマチ患者に認め，その組 に始まり，次には肺胞隔はその構造上からー側或い
織像から「結合織の芽Jと名付けた。其の後， 1944 は両側に拡がり得ると考えられ，次の段階として細
年に Neubuerger，Geever，Rutldg・もロイマチ 胞増殖反応が現われ，特異な肉芽腫様組織像を示す
熱患者に同様の肉芽腫を認、めて，これをロイマチに ものと考えられる。
独特のものとして，心臓のアショ Yフ体と問価値の 3. 結節性動脈周囲炎様愛化に就いて
組織反応であると述べている。 本実験で肺臓，心臓に結節性動脈周囲炎様血管~
この肉芽腫は主に肺胞道から肺胞腔に突出して見 化を認めたが，結節性動脈周囲炎の発生に就いて
られ，或いは，独立して存する円形，楕円形或いは も， Gruber(1925)によりアレルギー発生説が提唱
不規則な肉芽腫で，好中性細胞質の紡錘形核及び円 され， Gerlacb，Klinge，馬杉，富塚，佐藤，村沢，
形乃至楕円形核を有する細胞からなり，基質は疎繋 石橋，東海林等が実験的に証明しており，馬杉はそ
な小線維及ひ守謬様物質からなり，表面は一層の低般 の本態的な菱化は，血管中膜の線維素様膨化で、あっ
子細胞，扇平細胞で覆われていると云われる。 て，外膜には初期に於で白血球浸潤，後期には組織
その組織発生に就いては Masson等は線維素諺 球性細胞及び結合繊細胞の増殖が見られると述べて
出物の器質化したものであると云い， Neubuerger， '"、る。私の実験の肺臓，心臓の血管愛化も本態的に 
Geever，Rutldgは肺胞隔から乳鳴状に突出するも 類似のものと考えられる。
のと，線維素性の栓状物の器質化によるものとを挙 以上の如く，私は本実験に際し腎炎，肺に於ける 
Ji げてi肺胞隔から出る事をかなり注目してし、る。本 所謂 Masson体類似の肉芽腫及び肺臓，心臓の結
邦では 1950年に岡林，江頭が家兎で溶血性連鎖状 節性動脈周囲炎様血管愛化を得たが，心臓にはアシ
球菌の副鼻腔感染実験を行い，その際， Masson体 苛ツプ結節様組織安化は認められなかった。然し，
類似の肉芽腫を認め報告しているが，その組織発生 腎炎， Masson体，結節性動脈周囲炎に基本的にー
に就いて，江頭は次の様な見解を述べている。即ち 致する菱化が得られた事は， ~'-;れらの疾患に連鎖状 
Masson体は肺胞壁の線維素様膨化とし、う過程から 球菌アレルギ{が関与してし・、る事を物語っていると
毛紙管の伸展に誘導されつい肺胞腔に発芽状に膨 考えられ，これら疾患の究明に対し，一つの鍵を得
出することにより，発生するとし、うのであって，惨 たと考える。
第 4章結 論 
1. 私は凍結融解，凍結乾燥せる溶血性連鎖状球菌の家兎耳静脈内反復注射実験により， 5例
に禰蔓性糸遺体腎炎に一致する変化が見られ，多数例に Fahrの所謂 Glomerulonephrose
に相当する変化を得た，これは凍結融解の操作を菌体に加えた為めと思われ，馬血清による実
験的腎炎，或いは子滴腎に組織学的に類似する。実験の長期に亘った 3例では，腎糸遺体に高
度の類澱粉変性を来し?とO 
2. 4例に於ては肺臓に所謂 Masson体を認めた。 
3. 5例に結節性動脈周囲炎に基本的に一致する組織変化を認めた。
とれらは何れも，血管末梢及びその周囲の結合織のアレルギ{性組織変化を示すものであ
り，連鎖状球菌アレルギ戸を肯定するものと考える。
摘筆するに当り終始絶大なる御指導を賜った，恩師石橋豊彦教授並びに御懇篤なる御校闘を厚く
した諸沢延次郎教授に満腔の感謝を捧げ，前種々御援助を戴いた吾が教室員諸氏に対レむから御
礼申し上げます。
¥ー  
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附図
第 1図	 y14.糸毛主体容積の著明な増大，富核及 第 2図 Y14.糸毛主体容積の増大及び著明な富核
び蹄係とボーマン氏嚢との癒着を示す。 を示し，ボーマン氏嚢との癒着を示す。
第 3図	 Y 35.糸毛主体容積は増大し，富核を 第 4図 Y 9. 糸毛主体蹄係駿の著明な

示し，癒着も認められる。 膨化肥厚を示している。

第 5図 Y 9. PAS染色により，蹄係壁の 第 6図 Y17.糸毛主体蹄係壁は類i殿粉質沈
PAS陽性線維の増加を認める。 着の為め，荒廃している o 
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苓7図 Y 11.肺胞腔内に肉芽腫様の突出があり，
表面は低般子細胞で被われ，内部には紡
錘形，類丹形の梢々大型の比較的明るい
核の細胞があり，基質は膨化している。
第 9図 Y21.聞i胞腔内に線維素様物の突出
があり，矢張り肺胞隔と連絡し，表
面は周平な上皮で被われてし、る。
第 8図 Y21.肺胞腔内に線維素様物の突出
があり，肺胞隔と連絡し，表面は屑
平な上皮で、被われている。
第 10図 Y19. 間i胞腔内に肉芽腫様の突出があ
り，表面は属平な上皮で被われ，直くれ下
層に線維素様物を認め，内部には円形，
紡錘形の細胞が陳らにあり，基質は膨イじ
した線維が網状に走っている。
第 11図 Y 16. 線維素様に膨化した肺胞 第 12図 Y 32. 肺の血管壁は線維素様壊死
隔が同 i胞脹に膨出している。 に陥入り，周囲に拠織球性細胞，結
合織性細胞の増殖がある。
¥， 
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第 13図 Y 21. 肺の血管で矢張り壁が線維 第 14図 Y 32. 比較的大きな肺動脈で‘壌は浮
素様壊死に陥入り，周囲に和織球性 腫性膨化し，内膜細胞の増殖を認め，
細胞，結合繊細胞の増殖がある。 周囲にも細胞増殖を認める。
第 15図 Y 23. tlr¥iの動脈援が線維素様膨 第 16図 Y 34. 僧帽離の基質は浮腫性膨
化し，周囲に細胞増殖があり， 化し. 内皮細胞の腫張， 増生及
中膜にも糊胞増殖を認める。 び内皮下細胞の増殖を認めるo
第 17図 Y 13. 僧帽雛に血栓形成がある。基質 第四図 Y 32. 心筋間質の血管壁が線維素様膨
は膨化し，内皮下細胞も増殖してしる。 化しており，周囲に円形細胞，組織球性
細胞，結合繊細胞の浸潤，増殖がある。
